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１.はじめに
最近、コンピューター(PC)連動型のセンサーを用い
たさまざまな実験が、中学校?から高等学校??の教科書
で紹介されている。そして、我々は、これまでPCを利
用した凝固点降下?や化学反応時の質量変化?、日食時
の温度依存性?などを報告した。また、身の回りの自然
現象において、温度や湿度、気圧、水溶液中の電気伝
導性などが大きく変化するものがあることを小学校?
や中学校?で学習する。
そこで、今回、2012年５月21日に起こった金環日食
時の気温変化の測定をPC連動型の温度センサーを用
いて行った。さらに、台風や低気圧通過時の気圧、温
度、湿度変化についても観察した。
２.実験
２-１ 金環日食時における気象観測について
２-１-１ 日食時の気温変化と放射線のカウント(cpm)数
2012年５月21日の金環日食時における和歌山市の気
温変化と放射線のカウント(cps)数をそれぞれ島津理
科器械社製PS-2125温度センサーとPS-2166放射セン
サーによって測定し、PS-2100インターフェイスを用
いてコンピューター(PC)による自動計測を行った。測
定は、和歌山大学教育学部棟２階東側のベランダで行
った(図１)。
２-１-２ 黒色および白色発泡スチロール球を使った
日食時の気温変化
2012年５月21日の金環日食時に白と黒の発泡スチロ
ール球をそれぞれ島津理科器械社製PS-2125温度セン
サーに付けて、それぞれのスチロール球のあたたまり
やすさの違いを調べた。測定は和歌山大学教育学部棟
東側駐車場で行った(図２)。
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We performed the temperature dependence measurements of gold ring solar eclipse at Wakayama city in
2012.The observed temperature dependence in2012showed the difference of ca.4℃ between full and gold
 
ring of the sun.Furthermore,the temperature and atmospheric pressure at the time of typhoon and cold front
 
passages were measured by using computer linkage type sensors.By considering obtained results,when the
 
low pressure passed,it was clear that temperature and atmospheric pressure change continuously.
Abstract
図１ 本研究で行った各種センサーによる気温の測定の様子
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２-２ 台風通過時の気象データについて
２-２-１ 気温の変化
2012年９月29日から10月１日にかけて和歌山市に台
風17号が接近した時の気温変化を、島津理科器械社製
PS-2125温度センサーによって測定し、PS-2100イン
ターフェイスを用いてコンピューター(PC)による自
動計測を行った。
２-２-２ 気圧と相対湿度の変化
2012年９月29日から10月１日にかけて和歌山市に台
風17号が接近した時の気圧と相対湿度の変化を、島津
理科器械社製PS-2154A気象センサーによって測定し、
PS-2100インターフェイスを用いてコンピューター
(PC)による自動計測を行った。
２-３ 爆弾低気圧接近時の気象観測について
２-３-１ 気温の変化
2012年10月22日から10月24日にかけて和歌山市に大
型低気圧(爆弾低気圧)が接近した時の気温の変化を、
島津理科器械社製PS-2125温度センサーによって測定
し、PS-2100インターフェイスを用いてコンピュータ
ー(PC)による自動計測を行った。
２-３-２ 気圧の変化
2012年10月22日から10月24日にかけて和歌山市に大
型低気圧(爆弾低気圧)が接近した時の気圧変化を、島
津理科器械社製PS-2154A気象センサーによって測定
し、PS-2100インターフェイスを用いてコンピュータ
ー(PC)による自動計測を行った。
３.結果と考察
３-１ 金環日食時における気象観測について
３-１-１ 日食時の気温変化と放射線のカウント(cpm)数
金環日食時に得られた気温の変化と放射線のカウン
ト数の変化を図３に示す。６時16分の日食開始を境に
気温が減少し始め、食の最大である７時30分で気温が
17℃、日食開始直前の気温から約４℃減少幅があった。
この後、気温は次第に上昇した。一方、放射線のカウ
ント数は日食の前後に関わらずほとんど変化がなかっ
た。
３-１-２ 黒色および白色発泡スチロール球を使った
日食時の気温変化
温度センサーの先端に白色および黒色発泡スチロー
ル球をつけたときの金環日食時の気温変化の様子を図
４に示す。
比較的気温の高い領域では黒い球を挿したものの方
が高い温度が記録された。しかし、食の最大時刻では
両者の温度に違いが見られなかった。これは、この時
刻に太陽光が最も減少し、太陽光による温度吸収が起
こりにくくなったためであると考えられる。
３-２ 台風通過時の気象データについて
３-２-１ 気温の変化
台風17号が紀伊半島に上陸したときに測定した気温
変化を図５に示す。台風が測定付近に最も近づいた９
月30日15時に向かって気温が上昇し、台風通過後気温
が減少した。これは、台風が近づくにつれて南からの
温かい風が流れ込み、離れるにつれて北からの冷たい
風が流れ込んだためであると考えられる。
図２ 温度センサーとスチロール球を用いた測定の様子
図３ 2012年５月21日における金環日食時の気温変化
図４ 白色および黒色発泡スチロール球を使った
2012年５月21日の日食時の気温変化
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３-２-２ 気圧と相対湿度の変化
台風通過時の気圧と相対湿度の変化を図６に示す。
台風が紀伊半島に最も近づいた15時に向かって気圧の
減少が観測された。そして、台風の通過に伴って相対
湿度の減少も観測された。これは気温の上昇に伴って
飽和水蒸気圧が増加し、相対湿度が減少したと考えら
れる。
３-３ 爆弾低気圧接近時の気象観測について
３-３-１ 気温の変化
2012年10月23日、寒冷前線が紀伊半島を通過した際
の気温変化を図７に示す。10月23日６時を境に、それ
まで一定であった気温が減少した。これは前線の通過
にともなって、北からの冷たい風が流れ込んだためで
あると考えられる。
３-３-２ 気圧の変化
2012年10月23日、寒冷前線が紀伊半島を通過した際
の気圧変化を図８に示す。10月23日の６時をピークに
前日から翌日にかけて気圧の連続的な減少や増加が観
測された。
４.まとめ
今回、2012年５月21日に起こった金環日食時の気温
変化を測定した。その結果、食始および食終と金環日
食時との温度差は約４℃となった。この結果は2009年
７月22日(最大食分0.839)に観測された部分日食の温
度差2.5℃?と比べ大きくなった。
次に、台風通過時や寒冷前線通過時の気温や気圧変
化を測定した。その結果、低気圧が通過すると気温や
気圧が連続的に変化することが、長時間のPC測定から
確認することができた。
これらの実験結果は、主に中学校理科２「大気の動
きと天気の変化」?や小学校理科４「１日の気温の変
化」?などの参考教材として利用できると思われる。
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図５ 台風17号(2012年)通過時の気温変化
図６ 台風17号(2012年)通過時の気圧と相対湿度の変化
図７ 寒冷前線(2012年10月23日)通過時付近の気温変化
図８ 寒冷前線(2012年10月23日)通過時付近の気圧変化
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